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みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作

　

美
作
市
社
協
は
、
県
社
協
の
要
請
を
受

け
て
、
宮
城
県
多
賀
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
に
２
名
の
職
員
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
に
１
名
の
随
行
職
員

を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
に
随
行

し
た
松
本
陽
福
祉
活
動
専
門
員
か
ら
活
動

去
作
業
が
主
な
も
の
で
す
。
住
民
の
方
か

ら
は
「
自
宅
の
片
付
け
で
精
一
杯
。
他
人

の
家
や
側
溝
ま
で
は
と
て
も
手
が
出
せ
な

か
っ
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
も
ら
い
、

本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
お
礼
の
言

葉
を
聞
き
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
活
動
期
間
は
、
３
日
間
と
限

ら
れ
た
期
間
で
の
活
動
で
し
た
が
、
参
加

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
、
被
災

者
・
被
災
地
へ
の
献
身
的
な
思
い
が
活
動

に
現
れ
、
感
動
を
覚
え
た
多
賀
城
市
で
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
し
た
。

　

被
災
地
の
復
興
に
は
、
長
期
間
継
続
し

た
様
々
な
支
援
が
必
要
で
す
。
義
援
金
や

募
金
活
動
と
共
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
重
要
な
支
援
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
、
８
月
末
ま
で

月
２
回
程
度
運
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
社
協
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
活
動
は
、
県
内

40
名
の
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

５
月
23
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
多
賀
城
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
市
は
、
津
波
の
影
響
で
約
３
割
以
上

が
浸
水
す
る
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

被
災
地
で
は
、
修
復

等
が
既
に
行
わ
れ
て
い

る
民
家
が
あ
る
一
方

で
、
震
災
か
ら
２
ヶ
月

以
上
経
過
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
殆
ど

手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な

い
状
態
の
民
家
も
あ
る

と
い
う
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
市
街
の
側
溝
に

も
大
量
の
汚
泥
が
溜
ま

っ
た
ま
ま
で
悪
臭
を
放

ち
、
生
活
を
営
む
に
は

不
衛
生
な
状
況
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
活
動

は
、
不
要
と
な
っ
た
家

財
等
の
運
び
出
し
や
側

溝
に
溜
ま
っ
た
泥
の
撤

い!はい!
ふれあいネットワーク

東
日
本
大
震
災

被災地でボランティアバスのメンバーと共に側溝に溜まった泥の撤去作業を行う松本福祉活動専門員

復
興
支
援
職
員
派
遣
の
報
告（
宮
城
県
多
賀
城
市
）№
１

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
随
行
活
動

泫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
随
行
員
は
車
中
で

は
、一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
世
話
を
行

う
と
共
に
現
地
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
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平成22年度　事業報告・決算報告

平成22年度  美作市社会福祉協議会一般会計資金収支計算書総括表
（自）平成22年4月1日　（至）平成23年3月31日

　平成22年度事業計画に基づき、地域福祉を推進するため、「すべての人々が住み慣れた地域で、安心してい
きいきとした暮らし」ができるようにお互いに支え合い、助け合う地域社会の実現に向け、地域住民の福祉活
動への積極的な参加を促進し、一体となった事業の推進に努め、重点事業を中心に取り組みました。
　今後の地域福祉を進める上で特に重要な事業として、地域福祉活動計画の策定に取り組み、策定後は、計画
を具体化するため49項目の企画書を作成し、23年度事業で反映することにしております。
　市からの受託事業として、配食サービス・地域住民グループ支援事業の介護予防事業、施設管理事業、放課
後児童クラブの運営、ファミリーサポートセンター等に取り組みました。
　介護保険事業につきましては、昨年と同様に居宅介護支援事業、訪問入浴介護事業、通所介護事業、訪問介
護事業の４事業をそれぞれ行い、サービスの質の向上に努めて参りました。

事業報告の概要事業報告の概要

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
共同募金配分金収入
負担金収入
介護保険収入
自立支援費等収入
利用料収入
雑収入
受取利息配当金収入
経常収入計（1）
人件費支出
事務費支出
事業費支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
負担金支出
経常支出計（2）

8,044,500
7,651,691
67,416,000

0
96,561,754
2,370,000
416,000

195,584,670
5,041,739
20,678,172
1,242,360
1,424,536

406,431,422
273,896,989
3,441,730
88,084,052
2,298,436
18,893,450
766,150

387,380,807
19,050,615
1,497,000
1,497,000
3,264,465
3,264,465

△ 1,767,465
10,296,511
10,296,511
9,740,000
10,707,763
20,447,763

△ 10,151,252
0

7,131,898
50,841,889
57,973,787

8,031,500
8,161,219
71,444,000
4,900,000
90,589,505
2,520,000
227,000

188,352,862
3,919,821
22,388,994
2,508,120
1,783,599

404,826,620
252,854,090
4,599,088
90,683,744
2,514,551
18,757,500
931,200

370,340,173
34,486,447
2,031,000
2,031,000
6,866,210
6,866,210

△ 4,835,210
0
0

6,617,035
10,635,730
17,252,765

△ 17,252,765
0

12,398,472
38,443,417
50,841,889

13,000
△ 509,528
△ 4,028,000
△ 4,900,000
5,972,249
△ 150,000
189,000
7,231,808
1,121,918

△ 1,710,822
△ 1,265,760
△ 359,063
1,604,802
21,042,899
△ 1,157,358
△ 2,599,692
△ 216,115
135,950

△ 165,050
17,040,634

△ 15,435,832
△ 534,000
△ 534,000
△ 3,601,745
△ 3,601,745
3,067,745
10,296,511
10,296,511
3,122,965
72,033

3,194,998
7,101,513

0
△ 5,266,574
12,398,472
7,131,898

予備費（10）
当期資金収支差額合計（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10）
前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）＋（12）

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

収　
　
　
　
　

入

支　
　
　

出

施
設
整
備
等
収
支

収
入
支
出

収
入

支
出

財
務
活
動
収
支

勘　定　科　目 本年度決算額 前年度決算額 増　　　減
（単位：円）

経常活動資金収支差額（3）＝（1）－（2）
施設整備等寄附金収入  
施設整備等収入計（4）  
固定資産取得支出  
施設整備等支出計（5）

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5）
退職共済預け金返還金収入  
財務収入計（7）  
積立預金積立支出  
退職共済預け金支出  
財務支出計（8）

財務活動資金収支差額（9）＝（7）－（8）

いはい!



3

いはい!

平成23年度　社協会員募集と会費納入のお願い

寄附金の活用報告について

年額（1口） 主な対象 主　な　内　容

会員会費は３種類あります 

毎年、組合等を通じて戸別に会員加入をお願いして
います。 

社協の事業に、ご賛同いただける個人の方々に、ご
協力をお願いしています。 

社協の事業に、ご理解ご賛同いただける企業や法人
等に、ご協力をお願いしています。 

市　　民

市　　民

市内企業・法人等

1,000円

3,000円

5,000円

普通会員

賛助会員

特別会員

　美作市社会福祉協議会の事業にかかる経費は、市や県からの補助金や受託金のほか、自主財源として
市民の皆様からお寄せいただいた会費によってまかなわれています。 社会福祉協議会の会員制度は、社
協の事業に賛同し、その活動を資金的に支援していただくことにより、地域福祉を推進する一員となっ
ていただくことを目的としています。
　会員の皆様から寄せられた会費は、社協だより「はい！社協です！」の制作費や市内ボランティア活
動の支援に充当させていただいている他、地域福祉活動を支えるための貴重な財源として、各地区社協
に翌年度配分しています。
　社会福祉協議会では、年間を通じて会員を募集していますが、７月１日～８月31日は、『強化月間』
として位置づけております。本年度も社協会員制度の趣旨を一人でも多くの方にご理解いただき、ご協
力よろしくお願いいたします。

　平成22年度、市民の皆様からお寄せいただいた香典返しや見舞返しの寄附金は390件、7,651,691円のご厚志
を賜りました。
　ご厚志に沿うべく、以下の地域福祉活動の財源として活用させていただくとともに運用財産として積立をさ
せていただきました。

基金積立金事業 4,740,000円

おおむね65歳以上の参加者で構成される住民グルー
プ（サロン）への活動助成金

緊急連絡先、かかりつけ病院、既往症、服用薬等の緊
急時に必要な情報を記入した緊急医療情報シートを保
管する緊急医療情報キットを配布する

ベビーベッド、ベビーカー、チャイルドシートの貸出
平成23年度より実施に向け、器具備品の整備

年間６回発行の「社協だより」印刷代の3回分に充当

運用財産として積立

摘　　　　要金　　額事　業　名

住民グループ助成事業

緊急医療情報キット配布助成事業

子育て用品貸出事業

「社協だより」広報事業

140件
1,260,150円

1,277世帯
467,460円

365,081円

819,000円
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大
原
支
所

　

大
原
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
ム
サ
シ
」
で

は
１
年
の
締
め
く
く
り
に
、
毎
年
春
休
み
を

利
用
し
て
バ
ス
遠
足
に
出
か
け
ま
す
。

　

今
回
は
、『
姫
路
子
ど
も
の
館
』
に
行
き

ま
し
た
。
日
本
伝
統
玩
具
で
の
あ
そ
び
体
験
、

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
、
木
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
心
温
ま
る
施
設
で
し
た
。
デ
ジ

タ
ル
化
社
会
の
日
常
か
ら
抜
け
出
し
、
ほ
っ

と
す
る
よ
う
な
穏
や
か
な
時
間
を
過
ご
せ
た

１
日
で
し
た
。

　

ま
た
、
美
作
北
児
童
ク
ラ
ブ
「
ダ
ン
ボ
」

で
の
、
け
ん
玉
の
交
流
会
で
は
、
ダ
ン
ボ
の

子
ど
も
た
ち
に
は
段
取
得
者
も
多
く
、
色
々

な
技
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
教
え
て
も

ら
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
刺
激
を
受
け
た
ム

サ
シ
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。
け
ん
玉
交
流

だ
け
で
は
な
く
、
一
緒
に
お
弁
当
を
食
べ
た

り
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
す
ぐ
に

仲
良
く
な
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
『
ま
た

行
き
た
い
！
』『
今
度
は
来
て
ほ
し
い
！
』

な
ど
楽
し
か
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

勝
田
支
所

﹃
シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
﹄

大
原
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
﹁
ム
サ
シ
﹂
の
遠
足
と
交
流
会

いはい!

　

勝
田
支
所
で
は
、
料
理
の
勉
強
を
し
た
い
60
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
年
に
10
回
程
度
『
シ
ル
バ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
』
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
13
日
㈮
、
勝
田
総
合
支
所
梶
並
出
張
所
で

今
年
度
第
２
回
目
の
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
17
名
で
栄
養
委
員
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、『
煮
込
む
だ
け
の
簡
単
レ
シ
ピ
』
の
豚
丼
、

コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ
、
あ
じ
の
つ

み
れ
汁
、
こ
の
時
期
の
『
鯉
の
ぼ

り
』
に
ち
な
ん
で
鯉
を
形
取
っ
た
和

菓
子
を
調
理
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
の
試
食
で
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
笑
顔
の
絶
え

な
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
７
月
８
日
㈮
に
勝
田
総
合

支
所
梶
並
出
張
所
で
開
催
予
定
で
す
。

教
室
参
加
ご
希
望
の
方
は
、〈
勝
田

支
所
〉☎
７
７-

２
９
０
０
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

けん玉で交流する子どもたち



5

いはい!

美
作
支
所

美
作
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

東
粟
倉
支
所

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
紹
介

〜
東
吉
田
・
﹃
大
空
会
﹄
〜

　

５
月
24
日
㈫
、
東
吉
田
集
落
セ
ン
タ
ー
で
会

員
22
名
が
参
加
し
て
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
『
大
空
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

「
防
火
教
室
」
を
依
頼
し
、
消
防
本
部
職
員
か

ら
防
災
ビ
デ
オ
の
上
映
や
水
消
火
器
の
使
用
方

法
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

上
映
さ
れ
た
ビ
デ
オ
で
、
火
災
が
発
生
す
る

様
々
な
場
面
を
見
た
参
加
者
は
、「
火
災
警
報

機
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
『
大
空
会
』
は
、
毎
月
１
回
定
例
で
行
わ
れ

て
お
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
で
年
間
計
画
を
た

て
、
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

体
操
や
歌
・
会
食
・
子
供
会
と
の
七
夕
会
等
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
上
手
に
サ
ロ
ン
を
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

５
月
18
日
㈬
、北
山
の「
世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー

ル
」に
お
い
て
、美
作
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、美
作
地
域
内
43
ク
ラ
ブ
の
会
長
・
女
性

リ
ー
ダ
ー
が
出
席
さ
れ
、平
成
23
年
度
事
業
等
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
㈯
、北
山
の「
世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
」に
お
い
て
、美
作
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会（
会
長
：
佐
藤
順
子
）の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、約
45
名
の
出
席

が
あ
り
、平
成
22
年
度
の
事
業
報
告
、決
算・監
査
報
告
、平
成
23
年
度
の
事
業
計
画
、予
算
に

つ
い
て
協
議
し
た
あ
と
、「
美
作
市
マ
ジ
ッ
ク
同
好
会（
代
表
：
後
藤
耕
作
）」会
員
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。テ
レ
ビ
の
世
界
で

見
る
よ
う
な
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、目
の
前
で
見
て
い
て

も
不
思
議
不
思
議…

必
死
に
仕
掛
け
を
探
ろ
う
と

す
る
出
席
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、種
明

か
し
が
あ
っ
た
り
、さ
ら
に
は
出
席
者
の
中
か
ら
数

名
、マ
ジ
ッ
ク
同
好
会
の
会
員
に
教
わ
り
な
が
ら
、即

席
で
マ
ジ
ッ
ク
の
披
露
を
行
う
な
ど
、会
場
は
笑
い
に

包
ま
れ
、大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
あ
と
は
、伝
言
ゲ
ー
ム
で
親
睦

を
深
め
る
な
ど
、大
変
有
意
義
な
総
会
と
な
り
ま
し

た
。

マ
ジ
ッ
ク︵
手
品
︶
体
験
、
伝
言
ゲ
ー
ム
で
親
睦
を
深
め
る

〜
美
作
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会��

総
会
開
催
〜

水消火器を使う参加者たち
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いはい!

今月のプレゼントは山菜おこわでした。 誕生日カード作成中です。

作
東
支
所

作
東
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
土
居
支
部
で

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

英
田
支
所

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

作
東
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
土
居
支
部
で
は
、
５

月
14
日
㈯
、
鳥
取
県
日
野
町
の
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
開
催
し
て
い
る
「
高
齢
者
お
誕
生
月

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
」
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
２
０
０
０
年
、
鳥
取
県
西
部
地
震
後
地
域
の
高
齢

者
の
見
守
り
活
動
を
行
う
た
め
に
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。

事
業
内
容
は
、
高
齢
者
の
誕
生
月
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
授
産
施
設
の
方
々
な
ど
地
域
の
様
々

な
方
が
関
わ
っ
て
作
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、
高
齢
者
の
近
況
や
困
り
ご
と
な
ど
の

聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
の
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
な
げ
た
り
、
行
政
関
係
団
体
な
ど
に
情
報
を
提
供
し

て
い
る
活
動
で
す
。

　

視
察
当
日
は
、
朝
か
ら
地
元
の
方
と
一
緒
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

づ
く
り
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
訪
問
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
訪
問
活
動
で
は
、
お
祝
い
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡

す
こ
と
で
、
初
め
て
会
っ
た
人
で
も
自
然
と
会
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
訪
問
先
で
の
、「
高
齢
に

な
っ
て
も
誰
か
か
ら
誕
生
月
を
祝
っ
て
も
ら
え
る
な
ん
て
嬉
し

い
」、「
一
人
暮
ら
し
で
も
誰
か
が
見
守
っ
て
く
れ
る
安
心
感
が
あ

る
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
参
加
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
も
楽
し
み
と
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

土
居
支
部
で
も
、
今
年
度
か
ら
お
誕
生
月
訪
問
活
動
を
始
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
今
後
の
活

動
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
、
５
月
11
日
㈬
か
ら
始
ま
り
、
関
係

者
の
出
発
式
が
英
田
保
健
セ
ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
率
の
高
さ
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
老
連
英
田

支
部
で
も
役
員
を
中
心
に
、
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
を
目
的
に
約
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

翌
々
13
日
㈮
に
は
、
高
齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
発
足
式
が
快

晴
の
下
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
英
田
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

22
年
度
の
モ
デ
ル
地
区
だ
っ
た
、
勝
央
町
植
月
東
老
人
ク
ラ
ブ
睦

会
の
代
表
者
４
名
が
同
席
さ

れ
、
英
田
地
域
奥
地
区
と
三

保
原
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
代

表
者
に
モ
デ
ル
地
区
看
板
の

伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

警
察
、
安
全
協
会
の
方
々
、

そ
し
て
当
事
者
で
あ
る
高
齢

者
の
代
表
と
し
て
老
人
ク
ラ

ブ
の
関
係
者
等
多
数
が
参
加

し
、
交
通
安
全
の
啓
発
が
再

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
号
」

に
よ
る
体
験
が
あ
り
、
運
転

適
性
な
ど
も
あ
ら
た
め
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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いはい!

　美作市ファミリー・サポート・センターは、子育てを応援してほしい人（依頼会員）と子育てを応援してく
ださる人（提供会員）からなる会員組織で、安心して子育てができるための環境づくりを支援しています。

美作市ファミリー・サポート・センター通信美作市ファミリー・サポート・センター通信

講習会・交流会は、会員以外の方でも自由に参加していただけます。お気軽にご参加ください。
詳しくは、美作市ファミリー・サポート・センター（☎72-3961）までお問い合わせください。

できます。依頼会員は、
美作市に住んでいる

方であれば、利用することが
できます。

A:市外に住んでいる孫をみている
のですが、私の用があるときに
お願いすることはできますか。

Q:

子育てを応援してほしい人・
　　　　　応援したい人 募集中です

～あなたの理解でかわる子どもの未来～～あなたの理解でかわる子どもの未来～
「こだわり・多動etc
　　ちょっと気になる子どもの理解と支援」

美作福祉部隊 リカイヒロメタインジャー 参上!美作福祉部隊 リカイヒロメタインジャー 参上!美作福祉部隊 リカイヒロメタインジャー 参上!

◆日　時　７月８日㈮　10:00～ 12:00
◆場　所　世代交流多目的ホール（美作市北山）
◆内　容　主に発達障害について、美作大学学生による劇や疑似体験
　　　　　を通して楽しみながら理解を深めます。
◆参加費　無　料　　　　◆託　児　　有り（無料・申込要）
◆申込締切　７月１日㈮　　◆定　員　　４０名

◆日　時　６月28日㈫　13:00～ 15:00
◆場　所　世代交流多目的ホール（美作市北山）
◆対　象　０歳児の親子　15組
◆参加費　無　料
◆用意するもの　　バスタオル・赤ちゃんとママの飲み物
◆申込締切　６月27日㈪　※定員になり次第締め切ります。

美作市ファミリー・サポート・
センター（☎72-3961）

講習会 のお知らせ

申し込み・問い合わせ

美作市ファミリー・サポート・
センター（☎72-3961）

申し込み・問い合わせ

赤ちゃんサロンえんぜるからお知らせ

ベビーマッサージ&ママのための親子体操ベビーマッサージ&ママのための親子体操
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いはい!

　

訪
問
入
浴
介
護
は
、
ご
自
宅
で
介
護
・
介
助

が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
方
が
お
部

屋
で
そ
の
ま
ま
入
浴
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

専
用
の
浴
槽
を
装
備
し
た
訪
問
入
浴
車
と
ス

タ
ッ
フ
３
人
１
組
の
チ
ー
ム
（
看
護
師
１
名
・
介
護
職
員
２
名
）
で
訪
問
し
、
寝
て
い

る
方
の
お
部
屋
で
そ
の
ま
ま
入
浴
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
看
護
師
が
同
行
す
る
た
め
、
利
用
者
の
身
体
的
な
状
態
も
把
握
で
き
、
訪
問

介
護
な
ど
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
自
宅
で
の

入
浴
に
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
や
身
体
障
害
児
・

者
等
の
方
で
自
宅
の
浴
槽
で
入
浴
が
困
難
な
方

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
16
時

12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
ま
で
を
除
く

美
作
市
内
全
域

お
問
い
合
わ
せ
先

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会　

作
東
支
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
７
５-

２
６
２
２

湯
っ
た
〜
り

　

お
届
け
し
ま
す
！

利
用
で
き
る
方

利
用
時
間

サ
ー
ビ
ス
実
施
区
域

社
協
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
紹
介

訪
問
入
浴

　

５
月
25
日
㈬
19
時
よ
り
、
美
作
市
北
山
の
「
世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
」
に

て
『
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業　

基
礎
講
座
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
講
座
は
、

昨
年
の
入
門
講
座
を
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
内
容
で
、
熱
心
な
13
名

の
方
々
の
受
講
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
講
座
の
ね
ら
い
は
、
自
分
の
伝
え

た
い
こ
と
を
表
現
で
き
、
相
手
の
手
話
を
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

特
定
の
聴
覚
障
が
い
者
と
な
ら
、
日
常
会
話
が
で
き
る
程
度
の
手
話
表
現
の
習

得
を
目
指
し
て
、
全
25
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
手
話
の
表
現

技
法
だ
け
で
な
く
、
聴
覚
障
が

い
や
聴
覚
障
が
い
者
の
生
活
、

福
祉
制
度
等
に
つ
い
て
も
幅
広

く
理
解
と
知
識
を
深
め
る
も
の

で
、
聴
覚
障
が
い
者
が
住
み
よ

い
地
域
と
な
る
よ
う
、
一
人
で

も
多
く
の
手
話
奉
仕
員
を
養
成

し
て
い
き
ま
す
。

手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

基
礎
講
座
開
催

手
話
奉
仕
員
を
目
指
し
て
│
│
│
│
│
│
│

平成
23年度
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い!はい!

　今年も勝英市町村社協連絡会（美作市・勝央町・奈義町・西粟倉村社協）主催による「2011夏のボラン
ティア体験事業」を７月から８月末にかけて行います。
　夏のボランティア体験事業は、ボランティアの活動体験を通じて、社会福祉についての理解を深めると
共に、様々な出会いの中から新しい発見や「ともに生きていく」視点について考える機会を提供すること
を目的に開催しています。

対　　象：ボランティア活動に関心があり、自分の意思で参加を希望する中学生以上の方
活 動 先：勝英管内の福祉施設、病院、幼稚園・保育園、その他地域のボランティア活動
参 加 費：500円
事前研修会・活動調整会議：７月２日㈯　13：30～15：30　勝央文化ホール
事後研修会：８月27日㈯　13：30～15：30　勝央町総合保健福祉センター

詳しくは、美作市社会福祉協議会各支所までお問い合わせください。

お知らせお知らせ

2011夏のボランティア体験事業について2011夏のボランティア体験事業について

新理事・評議員紹介
美作市社協では、５月26日㈭に理事・評議員会を開催し、新たに次の方々が理事・評議員に就任さ
れました。（敬称略）

理　事
道上　政男（美作市議会議長：美作市湯郷）
春名　信義（大原地域社協の代表者：美作市川上）
中村　富夫（英田地域社協の代表者：美作市下山）

評議員
山本　雅彦（美作市議会文教厚生委員長：美作市鷺巣）
鈴木　悦子（大原地域社協の代表者：美作市中町）
橋本　正弘（英田地域社協の代表者：美作市中川）
岡野　卓夫（東粟倉地区ボランティア活動団体の代表者：美作市中谷）
小寺　浩介（行政関係者：美作市保健福祉部社会福祉課長）

　

平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
実
現

に
向
け
て
進
行
管
理
を
行
う
た
め
、
美
作
市
社
協
は
、
各
地
域

か
ら
６
名
の
評
価
委
員
を
選
出
し
て
い
た
だ
き
、
５
月
20
日
㈮
、

地
域
福
祉
活
動
計
画
評
価
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

評
価
委
員
会
は
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
具
体
化
し
た
49
項

目
か
ら
な
る
企
画
書
を
元
に
進
捗
状
況
の
報
告
を
受
け
、
年
度

単
位
で
の
進
行
状
況
を
分
析
・
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

評
価
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
進
行
管
理
で

評
価
委
員
会
を
設
立

勝田地域

大原地域

東粟倉地域

和田 正紀（副会長）
春名 信義
上田 義雄

美作地域

作東地域

英田地域

有本 安男（会長）
山本 　壽
松村 　繁

委員の任期　平成28年5月末まで
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いはい!

地域福祉活動計画の活動目標と取り組み内容地域福祉活動計画の活動目標と取り組み内容

・誰もが気軽に集まれる場所が少ない。
・高齢者が集まれる場所を必要としている。
・高齢者との関わりをもっと深めるために交流機会を増やして欲しい。
・男性にとって興味関心がある高齢者サロンにして欲しい。
・伝承行事や高齢者から昔遊びを教えてもらう機会を作って欲しい。
・住民の交流によって、地区ニーズを把握して欲しい。

「住民の声」を解決するための取り組み

活動目標3 みんなが集まる場所づくり
　相互に助け合いが行われる地域づくりに向けての第一歩
は、地域で気軽に集まり、相談したり、話をしたり、交流
できる、ふれあい・いきいきサロンなどの「場所づくり」
が大切な役割を担います。ふれあい・いきいきサロンは、
市内約200カ所で地区社協や民生委員、ボランティアな
どにより活動が行われていますが、各サロンの運営や事業
のあり方において多くの課題があります。これまで以上に
住民参画を促しながら、地域の実情に沿ったサロンの活動
支援を行います。

❶ 気軽に集まれる場の確保を
地域の取り組み内容 地域の取り組みを支援するための社協実施事業

・各地区で行われているサロンの活動を社協だよりやホー
ムページなどで紹介します。
・男性料理教室の開催など、男性が参加しやすいサロンの
メニューを提案します。

・男性がサロンに参加できるように行事を
工夫してみましょう。

・地域で活動する諸団体の役員等に協力依頼し、地区社協
や自治会の連携ができるよう協力支援します。

・地域の行事に伝承行事などを取り入れて、
子どもから高齢者まで、役割を持って参
加できる交流の場を作りましょう。

・地区社協や民生委員、ボランティアなどに呼びかけて、
地域活動や交流の場を作れるよう協力支援します。
・サロンの担い手となる活動リーダーの育成、サロン活動
の手引きを作成し、活動支援の強化を図ります。
（レクリェーション講座の開催・サロンへ派遣できるボラ
ンティアの発掘とリスト作成）

・集会所や公会堂などを子どもから高齢者
まで気軽に集まれる場所にしましょう。
・近所数軒で茶話会などを開き、近所で集
まるきっかけを作ってみましょう。
・一人暮らし高齢者等に、サロンへの参加
を呼びかけましょう。

アンケートや座談会から
寄せられた「住民の声」
（活動目標が生まれた背景）

Part.3
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いはい!

社会福祉協議会に周知された民間助成金情報の一部を掲載しています。詳細については、各団体に直接お問い
合わせください。

◇助成対象事業
地域において、障害者関係団体及びボランティアグループ等が、障害者の自立と社会参加を促進するため、自主
的に行う一定規模以上の障害者が参画する事業で、次の各号のいずれかに該当するものに要する経費の一部を
助成する。
ただし、施設整備及び修繕等に要する経費は除く。
⑴　障害者の自立と社会性を養うための諸行事（療育キャンプ、子ども会行事、社会見学、レクリエーション等）
⑵　障害者と健常者の交流を図り、社会参加を促進する事業（交歓会、研修会、サークル活動、スポーツ大会への
参加及び観覧等）

⑶　その他、委員会が必要と認めた事業
※前項の規定にかかわらず、他の補助事業等により国、県または市町村等から補助（助成）を受ける事業は、原則
として除く。
◇助成期間
原則として単年度。
趣旨に沿う事業については、最長３年間まで。
なお、３年助成を経過した団体であっても、全県的な団体については、特例として継続して助成する場合があり
ますので事業団と事前にご協議ください。
◇申込方法
申請書等を財団法人 岡山県福祉事業団へ提出。
申請の際に、推薦機関による推薦状が必要となります。
岡山県社会福祉協議会の推薦を希望される方は、平成23年７月13日㈬までに社会福祉法人 岡山県社会福祉協議
会 ボランティア・NPO活動支援センターまで提出書類を添えて、ご相談・ご連絡ください。
なお、財団法人 岡山県福祉事業団への提出締切は、平成23年７月20日㈬まで。
◇お問い合わせ先
財団法人 岡山県福祉事業団
〒700-0813　岡山市北区石関町2-1　☎086-226-3501
　または　社会福祉法人 岡山県社会福祉協議会 ボランティア・NPO活動支援センター
　　　　　〒700-0807　岡山市北区南方2-13-1　きらめきプラザ３階　☎086-226-3551

助成金情報（民間助成事業のご案内）

財団法人 岡山県福祉事業団「山陽新聞ふれあい基金」

　市社協は、地域社協の連携強化
や調査研究を行うことを目的とし
て、市内６地域社会福祉協議会か
ら選出していただいた代表者２名
を構成員とした、仮称「地域社会
福祉協議会連絡会」を設立するた
め７月20日㈬、午前10時から設
立会議を開催し、規約の承認や、
正副会長の選出、事業計画などの
協議を予定しています。

「地域社会福祉  
 協議会連絡会」
設立会議を開催

～たくさんのご協力ありがとうございます～

東日本大震災
復興支援義援金
東日本大震災
復興支援義援金

５５０,２４１円
義援金総額

この度の東日本大震災に対しまして、市民の方々から
多くの義援金をいただきました。日本赤十字社を通じ
て被災地区の復興支援に活用していただいております。
ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。

（６月２日現在）
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県
社
協
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
東

日
本
大
震
災
支
援
職
員
派
遣
に
、
市

社
協
か
ら
３
名
の
職
員
を
派
遣
し
た
。

一
昨
年
夏
の
豪
雨
災
害
で
多
く
の
人

的
支
援
を
受
け
た
美
作
市
か
ら
は
、

当
然
の
勤
め
と
考
え
る
。
大
震
災
に

被
災
し
た
地
域
の
人
た
ち
は
、
全
国

か
ら
の
支
援
活
動
に
対
し
勇
気
づ
け

ら
れ
、
復
興
へ
の
望
み
を
現
実
の
も

の
と
し
て
力
強
く
生
き
て
い
か
れ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
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今
後
も
可
能
な
限

り
物
心
共
に
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援
の
輪
を
拡
げ
た
い
。

　

５
月
は
、
理
事
会
・
評
議
員
会
が

開
か
れ
、
平
成
22
年
度
事
業
・
決
算

報
告
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
会

議
の
中
で
、
事
務
局
か
ら
は
、
役
員

選
任
規
程
の
見
直
し
検
討
や
地
域
社

協
連
絡
会
議
の
開
催
等
が
報
告
さ
れ

た
。
合
併
後
７
年
目
を
迎
え
、
地
域

の
実
情
を
考
慮
し
た
も
の
と
し
て
検

討
・
協
議
を
重
ね
た
い
。
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